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財産の分け方でもめる

思わぬ相続税

相続で困ることベスト３！

相続手続きが大変
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困った相続 ①

相続手続きが大変

仕事がある
遠方に住んでる

財産を探して処分・解約
遺産分割の話し合いに

相続税の申告
時間との闘い・・

親の人間関係・暮らしぶり知ってますか？

銀行・証券口座（ネット系も）があちこちから

解約しないといけないものは？？

生命保険を見逃すと・・

あとから借金・連帯保証債務が出てきた

相続税の申告（１０か月以内）が間に合わない

いらない不動産をどうすれば？
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～財産の分け方でもめる～
法定相続分通りには
わけられない

家庭裁判所に持ち込まれる争族案件
年間14,000件超え！100人に1人！

うち遺産総額
1,000万円以下が34.7%
5,000万円以下が77.6%！
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仲がよくても分けられない

自宅 ３，０００万円

現預金 ５００万円

（法定相続分 1,750万円ずつ）

実家に親と同居
実家に住み続けたい

結婚して家を出ている
兄弟姉妹は平等！

弟（長男） 姉（長女）

困った相続 ②
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～思わぬ相続税～
土地も株も高い今・・・
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全国で10人に１人は相続税の対象

東京２３区に限れば、
５人に１人が相続税の対象

相続税の調査がきたら、９割は否認！



昔は関係なかった家庭にも

相続税が？！
〈～平成２６年１２月３１日まで〉

5,000万円＋

法定相続人×1,000万円
法定相続人が

１人 ６，０００万円

２人 ７，０００万円

３人 ８，０００万円

〈現行〉

3,000万円＋

法定相続人×600万円

法定相続人が

１人 ３，６００万円

２人 ４，２００万円

３人 ４，８００万円
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まさか相続税が・・・

不動産 １０，０００万円
現金他 １，０００万円

財産計：
１億１千万円

子1人

相続税

約1,520万円！

困った相続 ③



こんなに違う～小規模宅地等の特例～

子

特例の対象外

評価

１億円のまま

父

子

特例の対象

評価

１億円×８０％評価減

２，０００万円

∴ 相続税 １，５２０万円 → ０円！



５日間で相続対策をやってみよう

１日目「財産のリストアップ」

２日目「情報」を整理する

３日目「相続税」を確認する

４日目「分け方」と「節税策」

プランニング

５日目「遺言書」を書く



１日目：「財産」をリストアップ

１「預貯金」

２「預貯金以外の金融資産」

３「不動産」

４「保険」

５「公的年金・企業年金等

６「その他の財産」

７「マイナスの財産」



２日目：「情報」を整理する

１「お金に紐づく情報」を整理する

２「デジタル情報」を書き出す

３「訃報」を届けたい友人・知人
を簡単リスト化

４「葬儀」や「お墓」の希望を書く



３日目：「相続税」を確認する

１生まれてから今までの戸籍謄本を集める

２「法定相続人」を確定しリスト化

３財産の合計額を計算し、
相続税がかかるか確認

４相続税のおおよその額を確認



４日目：「分け方」と「節税策」を
プランニング

１分け方を考える第１歩目は「不動産」

２どう分けると「節税」になるのか

３「生前贈与」を検討

４「生命保険」を検討

５「不動産」で節税？！



どう分けると節税になるのかを知る

【配偶者がどのくらい相続するか】

→妻（夫）が相続する財産については

1億6千万円までもしくは法定相続分まで

税金がかからない

【自宅を誰が相続するか】

→自宅土地の評価が８割引きになる人がいる

① 配偶者

② 同居親族（相続税の申告期限まで継続居住）

③ ①②がいない場合のみ、別居親族

（相続時点で３年以上の借家住まいが条件）



「生前贈与」を検討 ①

【贈与税の課税方法は２つ】
①暦年課税制度

１年（１~１２月）にもらった財産が１１０万円を超えた場合に

贈与税がかかる制度

②相続時精算課税制度

６０歳以上の父母・祖父母 →１８歳以上の子・孫への贈与で

2,500万円まで非課税になる制度

（選択した場合のみ利用できる）

１年１１０万円の非課税枠あり



「生前贈与」を検討 ②

【どの制度がいいかはケースバイケース】
①孫など、相続で財産をもらわない人への贈与

暦年課税制度がおススメ

②年間１１０万円以下の贈与

相続時精算課税制度がおススメ

③贈与税の非課税枠（年間１１０万円）を超える贈与

税理士に相談！



「生命保険」「不動産」
の節税効果

「生命保険」で節税

非課税枠

「５００万円×法定相続人の数」

の利用！

（４つのポイント）

①契約者＝被保険者

②受取人は子ども

③一時払い終身保険がおススメ

④保険金は非課税枠まで

「不動産」で節税

不動産の相続税評価はおトク！

（土地）

時価の８割

（建物）

時価の５~７割

（賃貸物件はもっとおトク！）

土地は約２割、建物は３割引き



５日目「遺言書」を書く

１「自筆証書遺言」と

「公正証書遺言」

２「自筆証書遺言書」

を書いてみる

３「公正証書遺言書」の

作成時の注意点



５日目が終わったら

・なるべく早めに

「家族会議」を開く

・１年に一度

「財産リスト」見直し

相続税を計算する



ご静聴ありがとうございました！

株式会社ウーマン・タックス
代表取締役
税理士 板倉 京
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